






要約:基礎心疾患のない不整脈に対し運動誘発性が検討され,生活管理指導方針を決定する

上で有用であった。食道ぺ一シソグにより上室性頻拍におけるリエソトリーの部位診断が

ほぼ可能であった。完全房室ブロックの予後決定因子の一つに QT 延長が考えられる。

Jatene 手術後には心房内スイッチ手術後に比して不整脈は少なかった。その他の心臓手術

後の不整脈についても,ホルター心電図や体表面電位図を用いて検討された。心術後の心機

能やジギタリス薬物動態についても検討された。 


